
令和２年度 

学校法人昭和大学 決算の概要 

 

令和２年度 学校法人昭和大学の決算は、

令和３年５月１８日の理事会で承認頂き、同

月２８日の評議員会に報告しました。令和２

年度は、新型コロナウイルス感染症の影響が

随所に現れております。附属病院では新型コ

ロナウイルス感染症の陽性患者を受け入れる

にあたって、感染拡大防止のために診療制限

をかけざるを得なく、本学の収入の約８割を

占める医療収入予算において、６６億円のマ

イナス補正を行いました。支出においては、

学生のオンライン講義へ対応するための機材

導入や感染防止対策のためのＰＣＲ検査の実

施等で費用がかさみ、施設設備の整備計画は

必要最小限のものに絞るべく見直しを行いま

した。このような状況下においても初年次全

寮制教育の充実に向け、富士吉田キャンパス

に新学生寮（百合寮）を建設しました。また、

コロナ禍により経済的困窮に陥った学生を支

援するための給付金を支給いたしました。外

部資金の獲得としては、私立大学等経常費補

助金の交付額が前年度から一つ順位が上がり

全国５位となりました。 

一．資金収支について 

資金収支は、法人の諸活動に対応する、資

金の動きを伴う全ての収入支出の内容を示し

ております。当年度の資金収入は前年度繰越

支払資金を除いた１，２７１億８，９８９万

円、資金支出は翌年度繰越支払資金を除いた

１，２６５億６，６６７万円で、支払資金が

６億２，３２２万円の増加となりました。 

収入の部の主要科目では、予算に比べて学

生生徒等納付金収入は６，８８１万円の減、

手数料収入は１億３０２万円の減、寄付金収

入は１億２，４６４万円の減、補助金収入は

新型コロナウイルス感染対策の補助金が交付

されたことにより６２億２，００６万円の増、

付随事業・収益事業収入は３億８８６万円の

増、医療収入は新型コロナウイルス感染症に

よる診療制限等の影響で４億９４１万円の減、

雑収入は１億９，７７６万円の増となりまし

た。 

支出の部の主要科目は、予算に比べて人件

費支出が５億９８４万円の減で執行率は９９．

０％、教育研究経費支出が２４億９２５万円

の減で執行率は９５．５％となりました。こ

の教育研究経費の中で大きな比重を占める、

薬品費・医療材料費・給食材料費・医療委託

費からなる「直接医療経費」は医療収入の３

５．７％でした。管理経費支出は１２億２，

５９１万円の減で執行率は７７．２％となり

ました。また、土地、建物等の施設関係支出

は予算に比べて１８億２，８５８万円の減で

執行率は７５．０％、教育研究用機器備品、

図書などの設備関係支出は３億１４７万円の

増で執行率は１１１．８％となりました。こ

れら以外の科目では借入金等返済支出、資産

運用支出等があります。 

二．事業活動収支について 

 事業活動収支は企業会計の損益計算に近い

もので収支均衡状態を測定し、経営状況を明

らかにするものです。諸活動の収入を合算し

た事業活動収入の合計は１，２６５億５，１

２４万円となり、予算より６４億４，９２２

万円の増加となりました。科目ごとの金額は

資金収支と重複しますので主要科目の構成割

合を示します。学生生徒等納付金は７．３％、

経常費等補助金は１２．２％、医療収入は７

５．５％となりました。一方、事業活動支出

の部合計は１，１６１億７，９９２万円とな



り、支出合計は予算より５１億６，３０７万

円の減少となりました。人件費は４４．２％、

教育研究経費は５１．３％、管理経費は４．

１％となりました。なお、資金の動きを伴わ

ない退職給与引当金繰入額２０億５，３００

万円が人件費に、減価償却額８５億７，３０

１万円が教育研究経費と管理経費に含まれて

います。新型コロナウイルス感染症の治療に

あたる医療従事者に対してご支援いただきま

した医療資材等も資金の動きを伴わない現物

寄付として１億８，６１７万円が計上されて

います。基本金組入前当年度収支差額では、

１０３億７，１３１万円の収入超過、黒字と

なり、基本金組入額９２億７，７２０万円を

引いた当年度収支差額は、１０億９，４１１

万円の収入超過となりました。 

三．貸借対照表について 

 令和３年３月３１日現在の財産状況を示し

ております。固定資産(土地・建物・機器備品・

特定資産他)と流動資産(現金預金・未収入金

他)の資産の部合計は２，２７５億６，１７７

万円で、前年度末と比べて８２億２，４６７

万円の増加となりました。主な変動要因とし

て、土地が１２億３，２８５万円の増、教育

研究用機器備品が１３億５，０９２万円の減

となりました。第２号基本金引当特定資産と

富士吉田校舎施設設備引当特定資産は富士吉

田キャンパスの百合寮建設に充てたため、

各々４億９，３７５万円と１０億円の減、第

３号基本金引当特定資産が５億１１７万円の

増、電子カルテ等引当特定資産が９億４，０

００万円の増、校地拡充引当特定資産が２億

７，８１０万円の減、藤が丘病院再整備引当

特定資産は２０億円の増、旗の台キャンパス

Ｃサイト整備引当特定資産は１０億円の増と

なりました。支払資金にあたる現金預金が６

億２，３２２万円の増、未収入金が５２億６，

４４３万円の増となりました。また、既存の

建物・機器備品等の減価償却額８５億７，３

０１万円が前年度簿価より減少しております。

一方、固定負債(長期借入金・退職給与引当金

他)と流動負債(短期借入金・未払金他)の負債

の部合計は４５２億４，５３１万円で、前年

度末と比べて２１億４，６６４万円の減少と

なりました。長期借入金は２１億６，７９２

万円の減となりました。 

資産の部合計から負債の部合計を差し引い

た「正味財産」は１，８２３億１，６４６万

円で、前年度より１０３億７，１３１万円増

加となりました。 


